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武田勝頼に命じられて出された朱印状
白羽神社には社宝となっている武田家朱印状が

３通あります。これは駿河や遠州に進出した甲斐
の武田氏が、この地方を治めようとして発給した
文書です。

今回紹介するのは『勝頼印判状』です。天正２年
に武田信玄の跡を継いだ勝頼は、５月12日から2万
5000人の大軍を率いて徳川家康配下の部将である
小笠原氏助が城主を務めていた高天神城を包囲し
ます。その後約１カ月にわたる籠城戦が続きまし
たが、６月17日に小笠原氏助が降伏し、父信玄も落
とせなかった高天神城を勝頼が領有することとな
り、榛原郡も勝頼が治めることとなりました。

そして、７月９日に勝頼が武田家の奉行職であっ
た市河宮内助に命じて白羽大明神神主に文書を出
します。これが勝頼印判状です。

旧
きゅう

規
き

とは、武田信玄の時の規則の意味で、この
文書により白羽神社社領を安堵し、神主に武田家
の武運長久の神役 ( 武田家の武力がいつまでも強い
ことを願うこと ) を命じました。
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能
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廃
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放
射
性
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射
能
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極
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低
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、
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ク
リ
ア
ラ

ン
ス
制
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、
国
の
認
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を
受
け
た
廃
棄
物
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ラ

ン
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回
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０・０
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受
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す
。
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付
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す
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な
り
ま
す
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、２
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う

ち
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定
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8
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。

こ
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
は
、
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だ
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例
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少
な
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で
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リ
ア
ラ
ン
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に
求
め
て
い
き
ま
す
。
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「勝頼印判状」書き下し文

御前崎市指定有形文化財
武田家朱印状

▲クリアランス制度の適用を受けた
　５号機旧低圧タービンロータ（車軸）

OMAEZAKI 12


